
 
  ～貝塚の地から～      
学校教育目標「豊かな心と知性あふれる生徒の育成」～自己理解・自己決定・自己実現～ 

目指す姿：「時を守り、場を清め、礼を正す」「笑顔かがやく学校」 

「笑顔かがやく学校」を目指して                                                                                                                                                                                                                                                                                             

 緊急事態宣言が解除されて約１か月がたちました。ただ、ここで一気に 

緩めるのは心配です。しばらくは我慢の日が続くと思っています。 

各学年とも全体的には落ち着いて学習に取り組んでいます。全校で集まる 

ことができない状況が続いています。 

 

新生徒会役員 

 新生徒会役員が決定しました。会長２年生１名、副会長２年生２

名、書記２年生１名・１年生１名、会計１年生２名、会計監査１年

生２名となっています。下貝塚中をよりよくするために頑張って

ほしいです。期待しています。 

 

 

エブリデー・マイ・ラストの精神 

東京都立小山台高校。聞いたことがありますか？実は私の母校です。野球が強く、一昨

年まで２年連続東東京大会の決勝まで進みました。今年の夏はベスト８で負けてしまい、

残念ながら夏の甲子園には行けていません。小山台高校には定時制があり、年間通して平

日の学校での活動は４時５０分終了、５時最終下校となっています。また、校庭は狭く、

90m×６０ｍしかありません。サッカー、ラグビー、陸上、野球で分けあって使っていま

す。このような練習時間が短く厳しい環境でも強さを発揮しているのには何か理由がある

のでしょうか。 

小山台高校野球班（小山台高校では部のことを班といいます）には大切にしている言葉

があります。 

１５年前の６月３日、１人の高校生がエレベーターの事故で亡くなりました。当時は新

聞やテレビでも大きく取り上げられました。亡くなったのは小山台高校野球班の２年生で

した。彼は何事にもコツコツと一生懸命取り組む、誰からも信頼される選手で、２年生で

唯一のレギュラー選手として活躍していました。６月３日は、先輩と一緒にバットを買い

に行き、その帰りに自宅のエレベーターで事故にあってしまいました。彼の野球日誌には、

次の言葉が書いてありました。 

「当たり前のことを当たり前にやる。でも、それが難しい」 

「エブリデイ マイ ラスト(毎日、今日が最後というつもりで精一杯生きる)」 

この言葉をもとに、部員たちは「日常生活に野球の練習がある」「何事もコツコツ努力す

る先に光がある」と、日常の基本姿勢を大切にしてきました。この精神は代々引き継がれ

ています。私立高校に比べて厳しい練習環境でも、その中で可能な限り工夫し出来ること

を精一杯やることで、甲子園まであと一歩のところまでせまった小山台高校野球班でした。 
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全国学力・学習状況調査の結果 

５月に３年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査の結果を分析しました。結果は

３年生のみではなく、学校全体の指導に生かすことが重要であると考えています。 

〇調査の目的…学校における教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

〇調査結果から 

 ▽国語…「読む」、「書く」の問題の正答率がやや低い。「問題文から解答 

に必要な条件を読み取って、その条件を満たして記述する問題」 

「前後の文脈から言葉の意味を捉える問題」等に課題がある。 

 ▽数学…数と式、図形の問題に課題がみられる。基礎基本を定着する必 

要がある。記述式の問題については、無解答が多い。 

 ▽質問紙 

全国平均を上回っている主な項目 

・思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができる。 

・話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができる。 

 ▽教科と質問紙のクロス集計結果から 

   ・自己肯定感の高い生徒のほうが、平均正答率が高い傾向がみられる。 

   ・新聞を少しでも読んでいる生徒の国語の平均正答率は全国を超えている。 

〇学力向上に向けて 

 ✐計画的に学習をしましょう 

   ・計画的に学習を進めている生徒の平均正答率のほうが、約５ポイント高い。 

 ✐勉強時間を確保しよう ～休日は１日２時間以上を目安に～ 

   ・平日の学習時間と平均正答率には相関関係がみられなかったが、まったく学習を 

していない生徒の平均正答率はかなり低い。 

・休日に２時間以上勉強している生徒の平均正答率と２時間より少ない生徒の平均  

正答率に差があった。 

・１日３時間以上ゲームをしてる生徒の平均正答率と１時間より少ない生徒の平均 

正答率の差は国語で約１５ポイント、数学で約２０ポイントもあった。 

   

 調査結果は職員で共有し、今後の教育活動に生かしてまいります。また、学力の向上に

は、家庭学習が欠かせません。お子様とよく話をしていただき、家庭学習の取組をお願

いします。 

 

表  彰    
◎千葉県歯・口の健康啓発標語コンクール   佳作 「歯を磨こう 今と未来の 歯のために」 

◎陸上競技 ・2021 CHIBA U13 ATHLETICS MEET  

U13 女子 1000m 個人５位 

◎令和３年市川市英語発表会 EXHIBITION の部  個人４位 

◎令和３年度 市川・浦安支部中学校駅伝大会 女子の部 第３位 

（個人の氏名の掲載は控えさせていただきます） 

 

 

 

 

 

 

※行事予定は諸般の状況により急遽変更になる場合があります。 

１１月の予定 

２日（火）２年校外学習          １７日（水）定例研（生徒下校 13:30） 

１１日（木）３年定期試験Ⅲ         ２４日（水）３年学習発表会 

１６日（火）１・２年定期試験Ⅲ 

 


